
令和７年４月１日現在

7 分団

1 分団

0 隊
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0 人

67 人

0 人
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0 台

0 台

16 台

0 台

10 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

　球磨村消防団は、令和６年度から大無田長指揮の下、６個分団、機能別分団に
加え、同年１１月に消防団ＯＢを対象とした特定機能別消防団員の発足をしました。
令和７年４月１日付けの団員５名を加え、現在１８５名の団員で活動を行っていま
す。
　今年度は令和２年７月豪雨災害から５年目を迎えますが、当時の被害や大変さを
忘れることなく、消防団活動に取り組んでいきます。
　また、村と連携し、防災訓練や災害に対する啓発活動に力を入れ、事前行動・早
期避難につながるよう、住民の防災力向上にも寄与していきます。

　４月１５日　村民防災ブロック会議
　　住民と共に梅雨までに準備すべき事項について話し合いました。
　
　５月１１日　全村民が避難について考える日
　　避難について、住民自らが考え実践する活動の支援及び消防団同士の情報
伝達訓練を行いました。
　
　１１月２１日(予定）　防災学習
　　住民及び児童生徒が主体の体験型の防災学習の支援を行います。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和７年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「-」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

郵政職員

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

団
員
数

条例定数

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

k-matumoto@vill.kuma.lg.jp球磨村消防団 メールアドレス消防団名

組
織

分団数 ホームページURL https://www.kumamura.com

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

球磨村役場総務課 電話番号（直通） 0966-32-1138 FAX

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名

市町村名

消防団事務所管 0966-32-1142

熊本県
所在地

〒896-6401

球磨村 熊本県球磨郡球磨村大字渡丙1730番地

本　部

消防団
（１～６分団）

特定機能別団員

機能別分団


